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　今年は全国的に桜の開花が早く、町内の桜も

４月上旬には多くのところで満開となりました。

コロナ禍ではありますが、明るい気持ちにさせて

くれます。( 写真：鵜山の桜並木 )

桜満開  春景色

日本一美しいまちを目指します
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まちの予算■
一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
歳
入
】

町
税
の
う
ち
、
町
民
税
は
コ
ロ
ナ
禍
で

景
気
回
復
が
見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
個

人
分
・
法
人
分
と
も
減
収
を
見
込
み
、
前

年
度
比
3
7
0
4
万
円
（
8
・
3
%
）
の
減

額
と
し
ま
し
た
。

歳
入
全
体
の
43
・
8
%
と
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、前
年
度

比
7
0
0
0
万
円（
3
・
7
%
）の
増
額
で

19
億
6
3
0
0
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
町
道
3
0
0
号
線
中

之
郷
地
区
の
災
害
復
旧
費
等
に
よ
り
、
前

年
度
比
1
億
2
9
6
1
万
円
（
52
・
7
%
）

の
増
額
、
県
支
出
金
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

額
と
し
ま
し
た
。

令和３年度当初予算が、町議会３月定例会で一部修正※の
上、可決されました。
昨年度途中から進めてきた予算削減の取り組みにより、令
和３年度一般会計予算は44億 7,800 万円で、骨格予算だっ
た昨年度より４億3,400万円（8.8％）の減となりました。
※移住定住補助金	 2,700 万円→ 540 万円
花とハーブの里づくり事業	 2,098 万円→ 1,645 万円
予備費	 500 万円→ 3,113 万円

歳 入

歳 出

町民税
4億748万円
46.9%

町民税
4億748万円
46.9%

町税
8億6,918万円
19.4%

町税
8億6,918万円
19.4%

民生費
13億5,771万円
30.3%

民生費
13億5,771万円
30.3%

総務費
6億2,307万円
13.9%

総務費
6億2,307万円
13.9%

公債費
5億8,616万円
13.1%

公債費
5億8,616万円
13.1%

教育費
4億2,585万円
9.5%

教育費
4億2,585万円
9.5%

土木費
3億7,164万円
8.3%

土木費
3億7,164万円
8.3%

農林水産業費
3億451万円 6.8%
農林水産業費
3億451万円 6.8%

衛生費
2億6,044万円 5.8%
衛生費
2億6,044万円 5.8%

消防費
1億7,420万円 3.9%
消防費
1億7,420万円 3.9%

商工費
1億826万円
2.4%

商工費
1億826万円
2.4%

議会費
6,189万円
1.4%

議会費
6,189万円
1.4%

その他
2億427万円 4.6%
その他
2億427万円 4.6%

人件費
10億1,681万円
22.7%

人件費
10億1,681万円
22.7%

公債費
5億8,616万円
13.1%

公債費
5億8,616万円
13.1%

扶助費
4億5,391万円
10.1%

扶助費
4億5,391万円
10.1%

補助費等
9億円
20.1%

補助費等
9億円
20.1%

物件費
6億2,791万円
14.0%

物件費
6億2,791万円
14.0%

繰出金
4億3,636万円
9.8%

繰出金
4億3,636万円
9.8%

その他
1億2,399万円 2.8%
その他
1億2,399万円 2.8%

普通建設事業費
1億6,539万円 3.7%
普通建設事業費
1億6,539万円 3.7%

災害復旧費
1億6,747万円
3.7%

災害復旧費
1億6,747万円
3.7%

その他
3億2,712万円
7.3%

その他
3億2,712万円
7.3%

使用料
および
手数料
6,487万円
1.5%

使用料
および
手数料
6,487万円
1.5%

地方交付税
19億6,300万円 43.8%

地方交付税
19億6,300万円 43.8%

国庫支出金
3億7,554万円
8.4%

国庫支出金
3億7,554万円
8.4%

県支出金
3億380万円
6.8%

県支出金
3億380万円
6.8%

町債
2億8,820万円
6.4%

町債
2億8,820万円
6.4%

譲与税・交付金
2億8,629万円
6.4%

譲与税・交付金
2億8,629万円
6.4%

固定資産税
3億7,994万円
43.7%

固定資産税
3億7,994万円
43.7%

軽自動車税
3,680万円
4.2%

軽自動車税
3,680万円
4.2%町たばこ税

4,496万円
5.2%

町たばこ税
4,496万円
5.2%

町税の内訳

目的別性質別

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

義務的経費
20億5,688万円
45.9%

義務的経費
20億5,688万円
45.9%

投資的経費
3億3,286万円

7.4%

投資的経費
3億3,286万円

7.4%

その他の経費
20億8,826万円
46.7%

その他の経費
20億8,826万円
46.7%

自主財源
12億6,117万円
28.2%

自主財源
12億6,117万円
28.2%

※1

依存財源
32億1,683万円
71.8%

依存財源
32億1,683万円
71.8%

※2

令和３年度一般会計は

44億7,800万円
（前年度比 8.8％減）
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町
債
は
道
路
整
備
事
業
債
の
減
等
に
よ

り
、
前
年
度
比
3
億
2
1
5
0
万
円
（
52
・

7
%
）
の
減
額
と
し
ま
し
た
。

譲
与
税
・
交
付
金
は
、
昨
年
度
の
実
績

を
参
考
に
景
気
の
動
向
を
踏
ま
え
た
金
額

を
見
込
み
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
そ
の
他
の
う
ち
、
寄
付
金

は
前
年
度
比
1
9
4
0
万
円
（
37
・
5
%
）

の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
て
る

て
る
坊
主
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
増

が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

▽
性
質
別

歳
出
は
全
般
に
わ
た
り
既
存
事
業
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

人
件
費
は
前
年
度
比
2
1
6
1
万
円

（
2
・
1
%
）
の
減
額
、
物
件
費
は
前
年

度
比
2
4
5
2
万
円
（
3
・
8
%
）
の
減

額
、
補
助
費
等
は
昨
年
度
ま
で
繰
出
金

に
計
上
し
て
い
た
下
水
道
事
業
会
計
へ
の

支
出
（
2
億
6
5
0
0
万
円
）
を
除
く
と

5
6
9
5
万
円
（
8
・
2
%
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

▽
目
的
別

前
年
度
と
比
べ
て
減
少
幅
の
大
き
い
費

目
と
主
な
要
因
と
し
て
は
、
土
木
費
は
継

続
実
施
し
て
き
た
道
路
改
良
工
事
の
終
了

等
に
よ
り
1
億
5
4
2
万
円
（
22
・
1
%
）

の
減
、
衛
生
費
は
穂
高
広
域
施
設
組
合
ご

み
処
理
施
設
等
の
完
成
に
よ
る
負
担
金
の

減
等
に
よ
り
3
億
4
1
8
4
万
円
（
56
・

8
%
）
の
減
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課　

財
政
係

℡（
6
2
）3
1
2
9

予
算
説
明
書「
わ
か
り
や
す
い
町
の
仕
事
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
≫
町
の
情
報
≫
財
政
≫
予
算
≫
わ
か
り
や
す
い

町
の
仕
事

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
い
方
は
製
本
版
を
役
場
で
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
事
前
に
担
当
あ
て
ご
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

担
当　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係　

℡（
6
2
）3
1
2
9

当初予算の主な拡大・新規事業

〈環境〉
拡 一般廃棄物処理管理委託 7,660 万円
新 リサイクル推進委員謝礼 6万円
〈子育て支援、教育〉
新 子ども家庭総合支援拠点運営事業 30 万円
新 出産・子育て安心ネットワーク 16 万円
新 池田小学校多目的トイレ改修 200 万円
新 池田工業高校創立 100 周年記念事業補助 100 万円
〈生活基盤の整備〉
拡 舗装個別施設修繕事業　町道花見線（一丁目） 1,583 万円
拡 道路維持経費　施設修繕料 500 万円

〈産業〉
拡 多面的機能支払交付金 6,455 万円
拡 小企業振興資金預託金 3,000 万円
新 大北地区森林祭（当町で開催） 111 万円
〈福祉〉
拡 介護給付訓練等給付費 2億 3,760 万円
拡 後期高齢者医療療養給付費負担金 1億 3,462 万円
〈防災、行政運営〉
新 町道 300 号線（中之郷）災害復旧 1億 6,747 万円
新 行財政改革推進委員会委員報酬 34 万円

拡…拡大事業　　新…新規事業

令和 3年度 令和 2年度 増減率

収益的
収 支

（収入） 5億 2,772 万円 4億 7,608 万円 10.8%
（支出） 4億 3,460 万円 4億 7,813 万円 △ 9.1%

資本的
収 支

（収入） 3億 776 万円 3億 6,214 万円 △ 15.0%
（支出） 5億 1,253 万円 5億 1,166 万円 0.2%

下水道事業会計予算額

令和 3年度 令和 2年度 増減率

収益的
収 支

（収入） 2億 3,669 万円 2億 3,970 万円 △ 1.3%
（支出） 1億 7,513 万円 1億 7,202 万円 1.8%

資本的
収 支

（収入） 264 万円 264 万円 0.0%
（支出） 1億 3,522 万円 1億 4,019 万円 △ 3.5%

水道事業会計予算額

令和 3年度 令和 2年度 増減率
特別会計（合計） 13 億 2,337 万円 12 億 3,110 万円 7.5%
工場誘致等 608 万円 608 万円 0.0%
国民健康保険 11 億 4,012 万円 10 億 6,248 万円 7.3%
後期高齢者医療 1億 6,250 万円 1億 5,404 万円 5.5%
簡易水道事業 1,467 万円 850 万円 72.6%

特別会計予算額



令
和
３
年
度　

町
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

世
界
規
模
で
拡
大
す
る
中
、
町
で
は
住
民
の

生
活
と
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、

国
の
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
等
を
活
用

し
、
昨
年
４
月
以
降
、
事
業
者
へ
の
経
済
支

援
を
始
め
、
子
育
て
世
帯
や
大
学
生
等
へ
の

給
付
金
、
生
き
活
き
池
田
ス
マ
イ
ル
ク
ー
ポ

ン
や
、
い
け
弁
（
弁
当
配
達
サ
ー
ビ
ス
）
に

よ
る
商
業
等
支
援
、
小
中
学
校
へ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
端
末
整
備
、
避
難
所
備
品
の
整
備
等
、

様
々
な
感
染
症
対
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
来
て
も
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ

の
収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
町
民
生
活

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
す
る
方
針
と
し
、

特
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
迅

速
か
つ
的
確
な
実
施
に
向
け
て
、
怠
り
な
く

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
経
常
的
な
経
費
の
増
大
に
加
え
、
各
種

大
型
継
続
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
財
政
調
整

基
金
の
多
額
の
取
り
崩
し
を
も
た
ら
し
、
財

政
ひ
っ
迫
を
引
き
起
こ
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
以
降
の
予
算
編
成
に
際
し
、

町
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
歳
出
の
削
減
に

踏
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。
現
下
の
財
政
状
況
の
改
善
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
残
り
の
任
期
３
年
間
で
必
ず
や
財

政
状
況
の
改
善
の
道
筋
を
つ
け
る
覚
悟
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
社

会
資
本
総
合
整
備
事
業
が
終
了
、
ま
ち
な
か

の
周
辺
道
路
や
公
園
等
が
整
備
さ
れ
、
特
に

目
玉
施
設
と
な
っ
た
「
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え

で
」
は
延
べ
利
用
者
が
10
万
人
、
図
書
館
で

は
３
万
人
を
突
破
し
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

施
設
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
念

願
で
あ
り
ま
し
た
個
人
事
業
者
に
よ
る
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
し
ゅ
ん
工
し
、
ワ
イ
ン
の
町
づ
く

り
へ
の
希
望
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
農
業
関
係
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
里
づ
く
り
と
し
て
、
先
進
地
視
察
を
始

め
、
有
機
農
業
実
践
者
と
の
意
見
交
換
、
学

校
給
食
で
の
有
機
米
の
採
用
等
、
一
歩
一
歩

確
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

及
び
「
健
康
長
寿
宣
言
」
を
発
出
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社

会
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
具

体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

併
せ
て
、
教
育
面
で
は
、
教
育
大
綱
の
周
知

が
進
ん
で
参
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
、

具
体
的
な
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
協
議
、

検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
徹
底
し
た
予
算
削
減
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
に
頼
ら
ず
に
新

年
度
予
算
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
を
行
わ
な

い
当
初
予
算
編
成
は
11
年
振
り
と
な
り
ま

す
。
今
後
は
、
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
を
慎
重
に
行
い
、
基

金
残
高
を
常
時
３
億
円
程
度
保
持
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
町
税
を
は
じ
め
一
般
財
源
の

確
保
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
、
会
染
西
部
地

区
ほ
場
整
備
を
中
心
と
し
た
大
型
事
業
が
継

続
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
か
ら
財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
に
あ
り
ま

す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
不
可
欠
で
安
定

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
さ
せ
、
第
6
次

池
田
町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
温

か
い
心
・
豊
か
な
文
化
・
活
力
あ
る
産
業
が

育
ち　

魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
」
実
現

の
た
め
、
ま
た
、
町
政
の
重
要
課
題
、
懸
案

事
項
、
先
見
性
あ
る
戦
略
事
業
を
着
実
に
実

現
す
る
た
め
に
も
、
従
前
に
も
増
し
て
中
長

期
的
な
観
点
か
ら
、
計
画
的
で
堅
実
な
行
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
政
を
担
い
始
め
て
、
２
期
目
の
２
年
目

を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

財
政
難
等
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

行
財
政
改
革
と
並
行
し
、
引
き
続
き
人
口
減

少
、
少
子
化
の
課
題
を
最
大
の
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
美
し
い
町
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

健
康
長
寿
の
取
り
組
み
、
子
育
て
支
援
や
教

育
の
充
実
、
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
推
進

等
々
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
や
町
の
重
点

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
令
和
３
年
度
の
施
政
方
針
と

致
し
ま
す
。

池田町長

甕　聖章

広報いけだ 4



５月から高齢者（65 歳以上）のワクチン接種が始まります
①
集
団
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
定
期

受
診
の
際
に
確
認
し
ま
す
。

②
３
月
末
～
４
月
初
め
に
個
人
宛
て
に
届
い
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
意
向
確
認
書
」
を
町
へ
提
出
し
ま
す
。
（
接
種

を
希
望
し
な
い
方
も
提
出
が
必
要
で
す
）

③
接
種
希
望
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口
か
ら
接
種
日

や
場
所
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

④
指
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
で
接
種
し
ま
す
。
２
回
接
種
し
て
終

了
で
す
。

　

国
の
接
種
順
位
と
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
状
況
に
よ
り
、
７
月
頃
か

ら
順
次
接
種
券
・
接
種
案
内
が
届
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
の
あ

る
方
は
接
種
場
所
（
集
団
接
種
、
個
別
接
種
）
に
つ
い
て
定
期
受

診
時
に
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
予
約
・
接
種
券
に
関
す
る
相
談
】

池
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口　

℡（
６
１
）５
０
５
１

《
受
付
時
間
》
月
～
金
曜
日
（
平
日
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
副
作
用
な
ど
専
門
的
な
相
談
】

長
野
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６（
２
３
５
）７
３
８
０

《
受
付
時
間
》
土
日
祝
日
含
む　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
疑
問
・
不
安
な
ど
の
相
談
】

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

℡
０
１
２
０（
７
６
１
）７
７
０

《
受
付
時
間
》
土
日
祝
日
含
む　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

65
歳
未
満
の
接
種
に
つ
い
て

接
種
ま
で
の
流
れ

ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談
窓
口

令和３年度池田町国保はつらつ健康スタンプ事業
国
保
は
つ
ら
つ
健
康
ス
タ
ン
プ
事
業
と
は
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
自
分
の

健
康
状
態
を
把
握
し
、
健
康
増
進
に
積
極
的
に
取
り

組
む
た
め
の
応
援
事
業
で
す
。
健
康
診
断
を
受
け
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
ス
タ
ン
プ（
ポ
イ
ン
ト
）が
集
ま
り
、
町
内
の

商
品
券
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品
券（
１
０
０
０

円
分
）と
交
換
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
お
よ
び
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
対
象
で

す
。
他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
健
康
福
祉
課
窓
口
で
「
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

《
対
象
者
》

20
歳
以
上
（
平
成
14
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
商
品
券
交
換
ま
で
の
間

に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
期
間
が
あ
る
方
も
含
む
）

②
ス
タ
ン
プ（
ポ
イ
ン
ト
）を
集
め
ま
し
ょ
う
。

　

以
下
の
表
の
取
り
組
み
を
行
う
と
、
ポ
イ
ン
ト
が

集
ま
り
ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
、
健
診
結

果
を
提
出
す
る
こ
と
は
必
須
取
組
で
す
。
そ
の
他
内

容
を
自
分
で
選
ん
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
度
の
取
組
内

容

ポ
イ
ン
ト

【
必
須
】

①
健
康
診
断
を
受
け
る

②
町
健
康
福
祉
課
へ
健

診
結
果
を
提
出
す
る

①
健
康
診
断５ポ

イ
ン
ト

②
結
果
提
出５ポ

イ
ン
ト

が
ん
検
診（
人
間
ド
ッ
ク

で
実
施
し
た
も
の
を
含

む
）※
胃
、大
腸
、肺
、前

立
腺
、子
宮
、乳
房
な
ど

回
数
に
か
か
わ
ら
ず

２
ポ
イ
ン
ト

歯
科
検
診

（
歯
周
病
検
診
）

回
数
に
か
か
わ
ら
ず

２
ポ
イ
ン
ト

健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
を
目
的
と
す
る
、
町

健
康
福
祉
課
主
催
の
教

室
・
講
演
会
な
ど
に
参

加

一
つ
に
つ
き１ポ

イ
ン
ト

自
主
的
に
目
標
を
設
定

し
て
、
長
期
的
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む

３
か
月
継
続
で

１
ポ
イ
ン
ト

③
15
ポ
イ
ン
ト
以
上
集
ま
っ
た
ら
、

健
康
福
祉
課
窓
口
で
商
品
券
と
交
換
！

《
交
換
期
間
》
令
和
３
年
９
月
１
日（
水
）～

令
和
４
年
１
月
31
日（
月
）

《
商
品
券
利
用
期
間
》
令
和
３
年
９
月
１
日（
水
）～

令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）

事
業
参
加
の
流
れ

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係

℡（
６
１
）５
０
０
０

新型コロナウイルス感染症対策
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年に１回健康診査を受けましょう
ご自身の生活習慣やからだの状態を確認するために、１年に１回は健診を受けましょう。

※新型コロナウイルス感染予防のため、日程が変更となる場合があります。

【問い合せ先】健康福祉課健康増進係　℡（61）5000

広報いけだ 6

◆特定健診（40 ～ 74 歳の国保加入者）

池田町国民健康保険（国保）加入者が対象で

す。国保加入者以外（配偶者などの被扶養者含

む）で健診を希望される方は勤務先または保険証

の発行機関へお問い合わせください。

《申込み》申込みは不要です。対象者には 5月

下旬～ 6月上旬に問診票をお送りします。

《健診料金》1000 円（9130 円相当の検査です）

※大腸がん検診・前立腺がん検診・胸部レ
ントゲンの受診を希望される方は特定健
診時に実施できる日があります。まだ申込
みをしていない方で受診したい方は6月
11日（金）までにお問い合せください。

◆長寿健診（75 歳以上の方）

広報 4月号をご覧ください。

※人間ドック

池田町国民健康保険、後期高齢者医療保険

加入者で上記の検診の代わりに人間ドックを

受診された方は、健診結果と領収書等を提出

することで補助が受けられます。

《補助額（上限）》

日帰り2万円、一泊4万円、脳ドック 1万円

◆健康相談

健診結果等をもとに、血液検査の見方や食生

活や運動について健康相談を行います。

《日程》毎月第3木曜日

午後1時～3時（要予約）

《対象者》健康保険の種類に関係なく受けられ

ます。

日程 会場

6月 17 日（木）

多目的研修センター

6月 18 日（金）

6月 21 日（月）

6月 22 日（火）

6月 23 日（水）

7月 2日（金）

保健センター
（総合福祉センター
やすらぎの郷内）

7月 4日（日）

7月 8日（木）

7月 9日（金）

7月 13 日（火）

7月 14 日（水）

9月 4日（土）

9月 6日（月）

9月 7日（火）

◆ヤング健診（20 ～ 39 歳）

《申込み》ご希望の方は健康増進係へお申

込みください。

健康保険の種類に関係なく受診できま

す。令和2年度検診申込書にてお申込みの

方には、8月上旬に問診票をお送りします。

《健診料金》国保の方　700 円

	 国保以外の方　2000 円

日程 会場

９月４日（土） 保健センター
（総合福祉センター
やすらぎの郷内）

９月６日（月）

９月７日（火）



花の里づくり推進事業交付金が
『花とハーブの里づくり事業補助金』に統合されます

　

こ
の
４
月
か
ら
、
各
自
治
会
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
「
花
の
里

づ
く
り
推
進
事
業
交
付
金
」
を
廃
止
し
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
に
統
合
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】
産
業
振
興
課  

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
推
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
７

補
助
対
象

◇
視
認
性
の
高
い
場
所
に
つ
く
る
地
植
え
花
壇
（
一
坪
（
３
・
３
平
方

㍍
以
上
）
ま
た
は
プ
ラ
ン
タ
ー
花
壇
（
プ
ラ
ン
タ
ー
10
個
以
上
）

◇
植
栽
活
動
に
係
る
種
苗
費
（
町
内
で
購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
）

◇
材
料
費
、
用
土
肥
料
費
（
例
：
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
防
草
シ
ー
ト
、

用
土
肥
料
、
消
毒
な
ど
）

▲町HP

交
付
対
象
者

補
助
率
（
補
助
限
度
額
）

個
人

４
分
の
３
（
補
助
限
度
額
１
万
円
）

企
業
・
団
体

４
分
の
３
（
補
助
限
度
額
３
万
円
）

自
治
会

10
分
の
10
（
補
助
限
度
額
３
万
円
）

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て

補
助
金
額

　

産
業
振
興
課
窓
口
へ
補
助
金
申
請
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
産
業
振
興
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
交
付
を
希

望
す
る
方
は
７
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

申
請
か
ら
補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

 

町

交
付
対
象
者

提
出

提
出

通
知

通
知

提
出

支
払

補
助
金
額
の
確
定

広報いけだ 7



補助対象工事費が２０万円以上の場合に、

対象工事費の１０％ 上限１０万円 を補助します。

（※今年度より補助率及び補助限度額が変更になりました）

町では、住民の生活環境の向上と地域経済の活性化を図るため、住民が自己の居住する住

宅を、町内施工業者によってリフォーム工事を行う場合、その経費の一部を補助します。

下記の期間において受付を行いますので、注意事項を確認のうえ申請してください。

■補助対象要件

申請には、以下の要件を全て満たす必要があります。

□補助対象者

町内に居住し住民登録をしている者で、町税等を滞納していない方

□補助対象住宅

補助対象者が町内に所有し居住している、または居住を予定しているもの

（賃貸住宅、店舗兼用住宅の店舗部分、会社名義の住宅、常時居住していない住宅および建築年から

３年を経過しない住宅を除く）

□補助対象工事

①町内に事業所を有する法人、および町内に住所を有する個人業者が施工するもの

②上下水業者は町の指定店を取得し、町内に事業所を有する法人・個人業者が施工する

もの

③池田町住宅リフォーム促進事業の補助対象工事であること（9ページ参照）

□補助金額

対象経費 補助率および補助金

対象工事費が２０万円以上で

あるもの

対象経費の 分の１以内とし、

１０万円を限度とする。ただし、

円未満の端数があるときは、

これを切り捨てた額とする。

■補助申請受付期間

令和３年５月１０日（月）～５月３１日（月）

受付時間：役場開庁日の午前９時～午後５時

受付場所：産業振興課

◎受付は先着順です。申請による交付額の合計が予算の上限に達した時点で終了とします。

◎申請日以降に工事を開始するものが対象です。既に着工している事業は申請できません。

広報いけだ 8

池田町住宅リフォーム促進事業のご案内



■池田町住宅リフォーム補助の対象・対象外工事
１．対象工事

増

築

工

事

既存の住宅部がない場所に新たに住宅部

を建築し、または既存の住宅部分以外の

部分を住宅部分に変更することにより、

住宅部分の床面積を増加させる工事で当

該工事の施工面積が、10㎡未満である

こと。

修

繕

工

事

住宅の機能、性能、安全性、耐久性及び

居住性を維持または向上させるための工

事で、次に掲げるもの。

① 基礎、土台、柱、筋交い等の工事

② 間取り変更等の模様替えを行う工事

③ 台所、浴室または便所等を改修する工事

④ 断熱改修工事、気密改修工事または遮

音工事

⑤ 建具、開口部等の工事

設

備

工

事

住宅の機能、性能、安全性、耐久性及び

居住性を維持または向上させるための工

事で、次に掲げるもので、配線、配管工

事を伴うものまたは、部屋の内装等の工

事を伴うものに限る。

① 住宅設備（ IHクッキングヒーター、

ガスコンロ、湯沸し器等）、衛生設
備等の工事

② 避難・防火設備、換気設備等の工事

③ 暖房設備（床暖房、蓄熱暖房、FF式

ファンヒーター等の敷設）の工事

２．対象外工事等

新
築

工
事

新築工事の全て

外
構

工
事

住宅に附帯する門、壁、擁壁、車庫、通

路等の新設、修繕する工事

設
備

工
事

住宅設備、衛生設備、避難設備、防火設

備、換気設備、暖房設備等の機器本体の

みの取替えまたは部品交換

そ

の

他

・電化製品等の購入は、床、壁または天井

いずれにも固定されない電化製品等の購入

および部品交換※エアコン等の取付式電化製品も

工事を伴わないものは対象外

・国、県および町から別途補助を受けるこ

とができる工事は、補助対象から除外。

・前年度にこの制度を利用された方は対象

となりません。

※注意事項

◎店舗兼用住宅のリフォームに際して、店舗部

分の改修も希望する場合は「池田町商業振興対

策事業補助金」の制度が利用できます。

■手続き方法 申請書に以下の書類を添付のうえ提出してください

この制度について電話での勧誘や個別訪問をすることはありませんのでご注意ください。

産業振興課　商工係　電話６２－３１２７産業振興課　商工係　電話６２－３１２７

◇ 補助金交付申請書（産業振興課窓口、または池田町ホームページから入手できます）

申請者の住民票（写し可）

申請者の町税等納税証明書

補助対象住宅の固定資産税課税明細書の写し

住宅リフォーム工事に係る工事請負契約書等または見積書の写し

補助対象住宅の平面図及び立面図（工事計画が記載されたもの）

住宅リフォーム工事に着手する前の当該工事箇所の写真

店舗併用住宅においては、居住部と店舗及び併用倉庫を区分表示した全体平面図面

および全部事項証明書

その他町長が特に必要と認める書類

申込み・問い合せ先申込み・問い合せ先

広報いけだ 9
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ここののチチララシシはは１１年年間間大大切切にに保保管管ししててくくだだささいい。



令和3年度の保育園、小学校、中学校の管理職の先生方をご紹介します
池田保育園

笠
かさい

井幸
ゆき え

江	園長

会染小学校

蓑
みのわ

輪勝
かつ え

枝	教頭

会染保育園

丸
まるやま

山玲
れい こ

子	園長

葭
よしもと

本直
なお き

樹	校長（新任）

池田小学校

大
おおひら

平　功
いさお

	教頭（新任）

高瀬中学校

丸
まるやま

山　博
ひろし

	教頭

清
しみ ず

水令
れい こ

子	校長

竹
たけうち

内秀
ひでまさ

昌	校長（新任）

広報いけだ 11

例
年
よ
り
早
く
満
開
と
な
っ
た
桜
と
残
雪

美
し
い
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
な
が
ら
、
会

染
・
池
田
保
育
園
の
入
園
式
が
４
月
２
日

に
、
会
染
・
池
田
小
学
校
、
高
瀬
中
学
校
の

入
学
式
が
４
月
６
日
に
滞
り
な
く
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
は
令
和
３
年
度
の
新
体
制
で
、
教
育

大
綱
「
子こ

ど
も
が
ま
ん
な
か 

未み
ら
い来
を
拓ひ

ら

く 

ひ
と
づ
く
り
」
の
具
現
化
の
た
め
に
、
昨
年

度
以
上
に
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
み

ま
す
。

池
田
町
の
全
て
の
子
ど
も
が
安
心
安
全
に

楽
し
く
幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池
田
町
教
育
長　

竹
内
延
彦

令和 3年度 新入児童生徒数 児童生徒総数
会染保育園 	22 人 	83 人
池田保育園 	28 人 107 人
会染小学校 	35 人 224 人
池田小学校 	36 人 188 人
高瀬中学校 	67 人 217 人

計 188 人 819 人

【
問
い
合
せ
先
】
学
校
保
育
課　

℡ （
６
１
）１
４
３
０

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
み
込
ん
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

信州池田町
学びの郷だより

交流センターかえで



　

◆
活
動
の
窓
◆

「
み
ん
な
の
施
設
を

み
ん
な
で
育
て
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

生
涯
学
習
課
で
は
、交
流
セ
ン
タ
ー
、ク

ラ
フ
ト
パ
ー
ク
、創
造
館
、美
術
館
、総
合

体
育
館
な
ど
の
文
化
芸
術
・
社
会
体
育
施

設
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

利
用
し
て
い
る
施
設
を
よ
く
し
て
い
く

た
め
に
、何
が
で
き
る
の
か
を
参
加
者
同

士
で
気
軽
に
意
見
を
出
し
合
い
、そ
こ
か

ら
施
設
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。な
お
、事
前
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

《
開
催
日
時
》５
月
８
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

《
開
催
場
所
》交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
実
績
報
告

《
大
会
名
》第
21
回
全
日
本
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

《
開
催
日
》３
月
27
日
～
28
日

《
開
催
地
》秋
田
県
由
利
本
荘
市

《
出
場
者
》米
持
俊
亮
さ
ん

（
現
在
高
瀬
中
３
年
）　

《
結　

果
》長
野
県
選
抜
ベ
ス
ト
16

《
米
持
さ
ん
の
感
想
》

　

初
め
て
の
全
国
大
会
で
し
た
。私
は
団

体
戦
ダ
ブ
ル
ス
で
出
場
、全
力
で
戦
い
２

勝
を
挙
げ
、長
野
県
選
抜
と
し
て
は
ベ
ス

ト
16
の
結
果
を
残
し
ま
し
た
。全
国
レ
ベ

ル
の
プ
レ
ー
を
観
た
り
、全
国
大
会
の
雰

囲
気
を
感
じ
た
り
し
て
、と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対

策
を
し
て
全
国
大
会
を
開
催
し
て
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

総
合
体
育
館
か
ら

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆５月の休館日　　３・10・17・24・25・31 日

（25 日は月末館内整理日です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

10ぴきのおばけとおおきなふね 食べられる庭図鑑オオカミ県

その他の新着書
小福ときどき災難	 群ようこ
複眼人	 呉明益
白鳥とコウモリ	 東野圭吾
児童文学の中の家	 深井せつ子
老いる意味	 森村誠一
みつばちと少年	 村上しい子
地震はなぜ起きる？	 鎌田浩毅
うまれたよ！トカゲ	 関慎太郎
うそ	 中山信一

養老先生、病院へ行く	 養老孟司
新謎解きはディナーのあとで
	 東川篤哉
トコトンやさしい天文学の本
	 山口弘悦，榎戸輝揚
健康食品・サプリメント知りたい
ことガイドブック	 畝山智賀子
これが鳥獣戯画でござる
	 結城昌子
へんしんどうぶつえん
	 あきやまただし

多和田	葉子	文
溝上	幾久子	絵

（論創社）
　オオカミ県出身の俺はネッ
トの書きこみに自分たちを田
舎者だという悪口を見つけ、東
京へ出てきた…。現代社会を
諷刺し、境界を超えていく物語。

にしかわおさむ	作 ･ 絵
（ひかりのくに）

　おじいさんと子犬と一
緒に暮らす 10 ぴきのお
ばけの絵本シリーズ。今
回は、おじいさんの友達
に会いに港へ出かけま
す。さあ、何が起きるかな？

良原	リエ	著
（KTC 中央出版）

　小さな庭で始められる
家庭菜園や庭作りのアイ
デアをたっぷり紹介。育て
て楽しい、食べて美味し
い植物 88 品種と簡単な
レシピも掲載しています。

令和２年度に多く読まれた小説

☆館内には、ジャンル別のベストリーダを展示しています。ぜひご覧ください。
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１位 クスノキの番人 東野 圭吾
２位 夜がどれほど暗くても 中山 七里
３位 任侠シネマ 今野 敏
４位 少年と犬 馳 星周

〃 流浪の月 凪良 ゆう
６位 きたきた捕物帖 宮部 みゆき 

〃 希望の糸 東野 圭吾
８位 朝が来る 辻村 深月
　〃 清明（隠蔽捜査 8） 今野 敏
10 位 逆ソクラテス 伊坂 幸太郎

〃 ずくなし半左事件簿 吉橋 通夫 



「風光る」塩入　久

「
―
風
光
る
―
異
種
四
人
展
」
開
催
中
！

【
問
い
合
せ
先
】  

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

一
陽
来
復
、
長
い
冬
が
終
り
、
春
の
風
が
安
曇
野

で
き
ら
き
ら
と
輝
き
始
め
る
こ
の
時
期
、
当
館
で
は

『
―	

風
光
る	
―	
異
種
四
人
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
松
本
市
在
住
の
木
版
画
家	

塩

入
久
が
声
掛
け
を
し
、
賛
同
し
た
書
家	

山
内
清
香
、

パ
ス
テ
ル
画
家	

松
下
英
と
も
、
乾
漆
彫
刻
家	

大
曽

根
俊
輔
に
よ
る
合
同
四
人
展
で
す
。

作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
は
勿
論
の
こ
と
、
同
じ
テ
ー

マ
に
よ
る
作
品
の
見
比
べ
も
楽
し
い
展
覧
会
で
す
。

ま
た
、
作
品
の
制
作
工
程
に
つ
い
て
も
パ
ネ
ル
や
映

像
で
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
創
り
出
さ
れ
る
四
人
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
※
「
風
光
る
」
は
春
の
季
語
。
春
風
が
き
ら
き
ら

と
光
輝
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。
）

《
会　
　

期
》
開
催
中
～
６
月
20
日（
日
）

《
休
館
日
》
月
曜
日
・
５
月
６
日（
木
）

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　
　
　
　

※
当
面
の
間
、時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》
一　

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

当
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
臨
時
休
館
や

開
館
時
間
の
短
縮
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
最
新
情
報
や
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://navam
.jp

）
に
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

「春霖寂聴」松下英とも

「和楽」山内清香「麒麟ガンバ」大曽根俊輔
　

ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
昨
年
87
歳
で
亡
く

な
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
法
律
家
で
、

１
９
９
３
年
に
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
か
ら

連
邦
最
高
裁
判
事
に
指
名
さ
れ
て
以
来
、

生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
現
役
で
活
躍
し
た
女

性
で
す
。
彼
女
は
性
差
別
が
公
然
と
行
わ

れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
法
曹
界
を
変
え
、

社
会
で
不
当
に
扱
わ
れ
て
い
た
女
性
の
権

利
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

晩
年
に
、
彼
女
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
映

画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
数
々
の

ヒ
ッ
ト
作
を
持
つ
女
性
監
督
ミ
ミ
・
レ
ダ

ー
が
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
「
ビ
リ
ー
ブ　

未
来
へ
の
大
逆
転
」
。
物
語
は
ル
ー
ス
が

男
子
学
生
ば
か
り
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法

科
大
学
院
に
入
学
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
弁
護
士
と
し

て
初
め
て
裁
判
に
臨
み
性
差
別
を
糾
弾
し

ま
す
。
も
う
一
つ
の
作
品
は
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
Ｒ
Ｂ
Ｇ　

最
強
の
85

歳
」
。
ル
ー
ス
本
人
や
彼
女
を
知
る
人
が

登
場
し
、
性
差
別
の
撤
廃
に
身
を
捧
げ
た

彼
女
の
人
生
を
た
ど
り
ま
す
。
家
族
と
の

絆
や
個
人
と
し
て
の
魅
力
的
な
一
面
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
作
品
を
観
る
と
、
数
々
の
苦
難

に
直
面
し
な
が
ら
も
屈
し
な
い
彼
女
の
強

い
信
念
と
、
と
て
つ
も
な
い
努
力
に
感
動

し
ま
す
。
そ
し
て
社
会
の
変
革
は
一
夜
に

し
て
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
小
さ
な
積

み
重
ね
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
（
鈴
木
）

男
女
共
同
参
画　

自
分
ら
し
く
生
き
る

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

女
性
の
活
躍
を
描
く
映
画

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局　

℡（
６
２
）２
０
５
８

出
典
：
男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た

　
　
　
（
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ
）

広報いけだ 13



クラフトパーク＆創造館だより
【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
創
造
館　
　

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
内
に
ユ
リ
ノ

キ（
別
名
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ツ
リ
ー
）

の
花
が
咲
く
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。淡
い
優
し
い
黄
色
を
お
び
て

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
よ
う
に
開
く
花

弁
が
特
徴
で
す
。

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
花
だ
よ
り

手
作
り
ミ
ニ
鯉
の
ぼ
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催（
参
加
無
料
）

　

自
分
だ
け
の
ミ
ニ
鯉
の
ぼ
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、材
料
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

《
開
催
日
時
》

５
月
３
日（
月
）～
５
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
随
時
受
付
）

《
開
催
場
所
》創
造
館
教
室

《
対
象
者
》ど
な
た
で
も

《
持
ち
物
》エ
プ
ロ
ン

ま
た
は
汚
れ
て
も
よ
い
服

　

安
曇
野
周
辺
の
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
開
催
日
時
》５
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　

①
午
前
11
時　

②
午
後
２
時

《
開
催
場
所
》ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
野
外
ス
テ
ー
ジ

（
雨
天
の
場
合
は
創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル
）

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
演
奏
会
開
催（
無
料
）

多世代相談センターだより
【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

悩
み
・
不
安
は
た
め
込
ま
ず
、

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

４
月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
生
活
や
環
境
の
中
で
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
緊
張
し
、ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
失
敗
し
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
い
と
」と
自
分
を

追
い
詰
め
過
ぎ
た
り「
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
お
休
み
が
い

い
な
ぁ
」と
憂ゆ

う
う
つ鬱
感
を
強
く
感
じ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

小
さ
な
子
ど
も
の
中
に
は
、初
め
て
の
集
団
生
活

や
家
族
以
外
の
人
と
の
関
わ
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
戸
惑

い
や
不
安
を
強
く
感
じ
、そ
う
し
た
不
安
感
を
登
園
・

登
校
渋
り
な
ど
の
行
動
で
表
出
さ
せ
る
子
も
い
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
憂ゆ

う
う
つ鬱

感
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や

す
い
５
月
。「
朝
、布
団
か
ら
出
ら
れ
た
」「
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
を
し
た
」な
ど
自
分
が
で
き
た
こ
と
に
目

を
向
け
、加
点
方
式
で
自
分
を
認
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、悩
み
事
は
た
め
込
ま
ず
に
多
世
代
相
談
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
も
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。５
人
体
制
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
に
応
じ
て

い
き
ま
す
。令
和
３
年
度
版「
池
田
町
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」に
は
各
相
談
機
関
が
載
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。

　ごみの発生を抑
制すること。ごみを
減らすためには、
必要なものを必要
な分だけ買う。使
い捨て商品を買わ
ないなど生活スタ
イル全般を見直す
必要があります。

環境用語の知識

Reduce
（リデュース）

みんなで実践　ごみ削減！
ポ
イ
ン
ト

生
ご
み
の
重
さ
を
減
ら
す

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

日
常
生
活
を
送
る
な
か
で
、
生
ご
み
は
ど
う
し
て
も
出

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
出
て
し
ま
っ
た
生
ご
み
の
量
は
ど

う
す
れ
ば
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
？

　

生
ご
み
は
約
７
～
８
割
が
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
分
を
で
き
る
だ
け
取
り
除
い
て
、
ご
み
の
重
さ
と

量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
分
を
手
軽
に
切
る
方
法
と
し
て
は
、
空
き
ビ
ン
や
空

き
缶
な
ど
を
利
用
し
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
排
水
口
の
生
ご

み
を
上
か
ら
「
ぎ
ゅ
っ
」
と
押
し
て
、
水
分
を
絞
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
傾
け
て

一
晩
お
く
だ
け
で
も
普
通
に
設
置
す
る
よ
り
も
多
く
の
水

分
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
く
ず
や
果
物
の
皮
な
ど
は
、
天
日
に
干
し

て
乾
か
す
と
軽
く
な
り
、
大
き
さ
も
縮
む
た
め
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
風
通
し
の
良
い
場
所
で
１
日
以
上

乾
燥
さ
せ
る
と
、
平
均
で
20
％
以
上
の
水
分
が
減
ら
せ
る

と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
周
り
の
方
に
も
日
頃
の
工
夫
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
き
、
ご
み
削
減
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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安 曇 養 護 学 校

　

移
住
先
を
探
す
た
め
日
本
各
地
を
旅
し
て
い
た
と

い
う
吉
川
さ
ん
。
２
０
２
０
年
の
夏
、
大
町
市
の
友

人
宅
へ
遊
び
に
訪
れ
た
際
、
周
辺
地
域
の
物
件
を
探

し
始
め
、
今
の
物
件
に
出
会
い
一
目
惚
れ
。
子
育
て

す
る
環
境
に
も
良
い
と
考
え
同
年
の
11
月
に
池
田
町

へ
移
住
し
ま
し
た
。

　

じ
っ
と
し
て
い
る
性
格
で
は
な
く
、
20
代
の
大
半

は
海
外
を
旅
し
て
い
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
山
奥
で

暮
ら
し
て
い
た
時
に
『
糸
か
け
曼ま
ん
だ
ら

荼
羅
』
と
出
会
い

独
学
で
制
作
を
始
め
、
帰
国
後
も
制
作
を
続
け
る
う

ち
に
縁
あ
っ
て
全
国
各
地
・
海
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
多
忙
な
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
移
住

後
の
変
化
は
「
家
族
と
家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
。
そ
し
て
と
に
か
く
、〝
静
か
で
無
音
〟

の
生
活
が
心
地
良
い
」
と
穏
や
か
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

「
池
田
町
の
魅
力
は
、
山
の
雄
大
な
景
色
と
人
の
温
か
さ
。
地
域
の
方
が
気
さ
く
に
声
を
か
け

て
く
れ
る
こ
と
は
都
会
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
ず
は
池
田
町
で
の
暮
ら
し
を
整
え
、
大
人
や
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
空
間
・
場
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
吉
川
さ
ん
の
目
は
と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
好
き
な
言
葉
は

「
色
と
り
ど
り
」
。
池
田
町
に
素
敵
な
空
間
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

思
う
と
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
『
糸
か
け
曼
荼
羅
』
に
関
す
る
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

vol.8

吉
川  

あ
い
子　

さ
ん
（
40
）
神
奈
川
県
出
身

滝
沢
在
住

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
８
弾
は
、
池
田
町
で
静
か
な
暮
ら
し
を
始
め

た
吉
川
さ
ん
で
す
。

（
※
３
月
号
に
て「
第
７
弾
」を「
第
８
弾
」と
掲
載

し
て
い
ま
し
た
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。）

２
０
２
０
年
移
住

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

数
馬
・
川
上

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係 

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

長
野
県
安
曇
養
護
学
校

令
和
３
年
度
ス
タ
ー
ト　

　

春
風
が
頬
を
な
で
る
よ
き
日
、
４
月

７
日
に
入
学
式
・
始
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
南
安
曇
農
業
高
等

学
校
内
に
あ
る
あ
づ
み
の
分
教
室
も

含
め
、
児
童
生
徒
１
９
２
人
、
職
員

１
５
０
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
校
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

安
曇
養
護
学
校
の
学
校
教
育
目
標
は

「
あ
か
る
く
、
つ
よ
く
、
み
ん
な
と
と

も
に　

み
ら
い
を
ひ
ら
こ
う
」
で
す
。

「
明
日
も
楽
し
み
な
学
校
生
活
づ
く

り
」
を
中
心
に
据
え
「
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
の
可
能
性
を
最
大
限
伸
ば
す
安

心
安
全
な
学
校
」
「
地
域
や
企
業
と
つ

な
が
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
を

リ
ー
ド
す
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
自
分
か
ら
、
自
分

で
、
精
一
杯
活
動
に
取
り
組
み
、
今
日

一
日
に
満
足
し
、
明
日
も
学
校
に
来
た

い
と
誰
も
が
思
え
る
安
曇
養
護
学
校
を

つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

  

地
域
の
皆
さ
ま
、
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　

　

特
別
支
援
学
校
の
教
育
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
の
支
え
や
連
携
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
の

連
携
は
、
児
童
・
生
徒
の
成
長
・
自
立

を
考
え
る
時
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
現
在
は
、
感
染
症
予
防
対

応
下
に
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
的
な
関

わ
り
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て
】

　

各
行
事
に
つ
い
て
は
、
今
後
状
況
に

応
じ
た
実
施
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
現

段
階
の
予
定
で
す
。

○
と
ん
ぼ
ま
つ
り

　

10
月
14
日
（
木
）
～
16
日
（
土
）

○
学
校
公
開
週
間

　

９
月
６
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）

▲高１　出発の会
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令和３年度職員人事異動

　

３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
池
田
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
退
任
し
ま
し
た
。

　

池
田
町
の
特
産
品
の
開
発
と
池
田
町
二
丁
目
に

あ
る
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
に
ぎ
わ
い
の
施
設
管
理
の
仕

事
を
任
期
の
３
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
池
田
町
の
皆
さ
ま
、
役
場
の
方
々
、
に
ぎ
わ

い
創
造
社
の
方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

３
年
前
の
着
任
当
時
は
引
っ
越
し
業
者
が
手
配

で
き
な
い
「
引
っ
越
し
難
民
」
で
、
布
団
一
式
だ

け
で
こ
の
池
田
町
に
来
ま
し
た
。
4
月
の
夜
は
と

て
も
寒
く
、
布
団
に
包
ま
っ
て
凍
え
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
３
年
が
経
過
し
て
、
氷
点
下
の
池

田
の
冬
も
何
度
か
過
ご
し
、
信
州
の
寒
さ
に
も
慣

れ
ま
し
た
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
池
田
の
四

季
で
も
っ
と
も
良
い
季
節
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
日

本
一
き
れ
い
な
山
並
み
を
望
む
池
田
町
に
定
住
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

竹
本　

昌
弘

産
業
振
興
課  商

工
係

№ 74
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【異動】（令和３年４月１日付）

課名 新任職名 氏　　名 前任職名

総 務 課

総務係主事補 長瀬　亮 総務課付（県へ派遣）

危機管理対策室次長 矢口　喜輝 健康福祉課健康増進係長

課税係長 廣田　和也 課税係長兼収納係長

収納係長 西澤　正之 建設水道課建設管理係長

総務課付保育士（主事）
（大町市へ人事交流） 石川　　藍 池田保育園保育士（主事）

住 民 課 環境整美係主事 柳生　一真 産業振興課観光係主事

健 康 福 祉 課

福祉係主任 松島　健治 総務課総務係主任

健康増進係長 平林　源由 総務課危機管理対策室次長　

福祉企業センター所長 髙山　　武 学校保育課学校保育係主査

多世代相談センター保育士（主任） 川田　景子 池田保育園保育士（主任）

産 業 振 興 課 観光係　主事 田中　慎也 産業振興課花とハーブの里推進係
主事

建 設 水 道 課 建設管理係長兼土木係長 小林　　裕 建設水道課土木係長

学 校 保 育 課

学校保育係主査 中島　博美 健康福祉課健康増進係主査

池田保育園主任保育士（係長） 矢口　秀美 池田保育園主任保育士（主査）

池田保育園主任保育士（主査） 淀　　純枝 会染保育園保育士（主査）

池田保育園保育士（主査） 羽場　貴美子 総務課付保育士（主査）
（大町市へ人事交流）

池田保育園保育士（主事） 山下　紗恵 会染保育園保育士（主事）

池田保育園保育士（主事）（人事交流） 山岸　夏実 大町市

会染保育園保育士（主査） 山﨑　友見 健康福祉課多世代相談センター
保育士（主査）

会染保育園保育士（主査） 岡本　佳世 池田保育園保育士（主任）

【退職】（令和３年３月31日付）
健康福祉課福祉係主事　塩原綾香、学校保育課学校保育係主事　内山真里
学校保育課池田保育園保育士主事　髙山寿子
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近
年
、
日
本
で
発
生
し
た
大
き
な

地
震
で
け
が
を
し
た
人
の
約
30
～

50
％
が
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・

移
動
が
原
因
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

自
身
や
家
族
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
も
過
去
の
地
震
か
ら
得
た
教

訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
一
度
ご

自
宅
の
震
災
対
策
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

防
止
対
策
（
家
具
転
対
策
）

を
し
ま
し
ょ
う
①
納
戸
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、備
え
付
け
の
収
納

家
具
な
ど
に
荷
物
を
集
中
的
に
収
納
し

て
、リ
ビ
ン
グ
や
寝
室
な
ど
の
普
段
過
ご

す
こ
と
が
多
い
場
所
に
家
具
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
器
具
を
使
っ
た「
家
具
転
対
策
」で
最
も
効

果
の
高
い
方
法
は
、Ｌ
型
金
具
な
ど
の
器

具
を
使
用
し
、家
具
と
壁
を
ネ
ジ
留
め
す

る
方
法
で
す
。

　

壁
に
穴
を
開
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、ネ

ジ
留
め
が
不
要
な
対
策
器
具
を
組
み
合

わ
せ
て
固
定
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

「
家
具
転
対
策
」
の
方
法

　

４
月
７
日
に
「
布ふ

ゆ
う紬

の
会
」
か
ら
や
す
ら
ぎ
の
郷

お
風
呂
の
の
れ
ん
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
の
れ
ん
は
や
す
ら
ぎ
の
郷
開
館
か
ら
12
年

に
わ
た
り
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
汚
れ
な
ど
が
目

立
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
今
回
布
紬
の
会
会
員
の
皆

さ
ん
が
「
町
民
と
し
て
少
し
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
」
と
の
思
い
で
、
町
民
の
方
か
ら
譲
っ
て
も

ら
っ
た
古
着
の
浴
衣
を
使
用
し
て
製
作
し
ま
し
た
。

　

布
紬
の
会
は
毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
３
時
ま
で
、
や
す
ら
ぎ
の
郷
で
キ
ル
ト
製
作
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

や
す
ら
ぎ
の
郷
お
風
呂　

の
れ
ん
寄
贈

　

３
月
25
日
に
矢
嶋
宝
一
さ
ん
（
二
丁
目
）
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
備
品
と
し

て
、
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
シ
ョ
ン
２
枚
と
、
足
踏
み

式
消
毒
ス
タ
ン
ド
２
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
な
ど
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
活
用
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
備
品　

寄
贈

▲布紬の会の皆さん

▶

▶
手
作
り
の
消
毒
ス
タ
ン
ド
と

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
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「
池
田
町
支
え
合
い
・
助
け
合
い
を
広
げ
る
協
議
体
」は
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
地
域
に
お

け
る
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、平
成
29
年
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

《
活
動
内
容
》

・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
資
源
開
発

・
関
係
者
間
の
情
報
共
有
お
よ
び
連
携
体
制
の
構
築

・
地
域
ニ
ー
ズ
、地
域
資
源
の
把
握
お
よ
び
情
報
共
有

・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
、立
案
お
よ
び
方
針
の
策
定

《
募
集
要
件（
以
下
を
全
て
み
た
す
方
）》

・
町
内
に
居
住
す
る
成
人
の
方

・
年
６
回
程
度
の
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

・
町
や
他
の
関
係
機
関
な
ど
の
委
員
を
三
つ
以
上
兼
ね
て

い
な
い
方

・
地
域
の
支
え
合
い
・
助
け
合
い
活
動
に
関
心
が
あ
り
、活

動
で
き
る
方

《
募
集
人
数
》　

若
干
名

《
応
募
方
法
》

　

任
意
の
用
紙
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、

職
業（
勤
務
先
な
ど
）、応
募
動
機
を
簡
潔
に
ま
と
め
、応
募

先
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

《
応
募
期
限
》　

５
月
20
日（
木
）必
着

《
選
考
方
法
》　

提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ
る
書
類
審
査

《
そ
の
他
》　

委
員
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
応
募
先
・
問
】健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

自
動
車
税
種
別
割
は
金
融
機
関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
の
ほ
か
、ペ
イ
ジ
ー（
Ｐ
ａ
ｙ
‐
ｅ

ａ
ｇ
ｙ
）、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
か
ら
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」で
支
払
い
が
可
能
で
す
。納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
こ
と
で
、自
宅
で
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い
」

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
」の
み
利
用
可
能
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
ま
で
に
お
手
元
に
届
き
ま
す

の
で
、期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、口
座
振
替
、ペ
イ
ジ
ー
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ス

マ
ホ
で
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、領
収
書
・
納
税
証
明
書
は
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場
合
や
、

納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
、金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
】長
野
県
税
務
課
自
動
車
税
係

℡
０
２
６（
２
３
５
）７
０
５
１

　
　

中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

℡（
２
３
）６
５
０
５

春し
ゅ
ん
で
い泥

に
重
き
長
靴
は
る
か
の
日	

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

彼
岸
入
り
父
の
好
み
し
灰
お
や
き	

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

微ほ
ほ
え笑

み
の
母
の
遺
影
や
春は

る
ひ
が
ん

彼
岸	

戸
坂
二
三
子
（
林

　
中
）

野
の
風
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ

た

散
り
ぢ
り
に	

横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

東
北
へ
届
け
エ
ー
ル
や
鼓つ

づ
み
ぐ
さ草	

上
原

　
潔
子
（
林

　
中
）

入
院
に
重
た
き
荷
物
山
笑
ふ	

中
沢

　
初
恵
（
十
日
市
場
）

彼
岸
前
お
地
蔵
さ
ん
へ
赤
帽
子	

矢
嶋
さ
ほ
子
（
十
日
市
場
）

う
ら
ら
か
や
握
り
し
め
た
る
泥
団
子	

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

つ
づ
み
草
う
つ
ら
う
つ
ら
と
野
の
仏	

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

忘
れ
ず
に
お
迎
え
が
来
る
花
粉
症	

石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

７月号掲載俳句募集
はがきに作品 1 点を記入し、５月末

日までに投稿してください。

作品には①地区名②氏名③電話番号

④中学生以下の方は学校名と学年を

明記してください。投稿多数の場合

は、選者により選考（10 句以内）

して掲載します。なお、選者により

語句の訂正等をさせていただく場合

がありますので、ご了承ください。

■あて先	

　〒 399-8696（住所不要）

池田町企画政策課
　　　　　　町づくり推進係

　　　　　　　　℡ 62-3129

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の

意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合

等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　

池
田
町
支
え
合
い
助
け
合
い
を

広
げ
る
協
議
体
委
員
募
集
に
つ
い
て　
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認
知
症
や
精
神
障
が
い
、知
的
障
が
い
な

ど
に
よ
り
、判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
と
、社

会
生
活
の
中
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
物
を
購

入（
契
約
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

悪
質
な
業
者
に
不
利
な
取
引
を
さ
せ
ら
れ
て

し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。成
年
後
見
制
度

は
、判
断
能
力
や
意
思
能
力
が
不
十
分
な
方

が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、財
産

管
理
や
身
上
監
護（
生
活
面
の
配
慮
や
手
続

き
）を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、約
１
か
月
前

ま
で
に
池
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
内
容
も

含
め
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、完
全
予
約
制
で
す
。

《
相
談
日
程
・
会
場
》

５
月
27
日（
木
）小
谷
村
役
場

６
月
24
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
15
日（
木
）白
馬
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

８
月
26
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
月
16
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
月
28
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
月
25
日（
木
）池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
23
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
月
27
日（
木
）松
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー

２
月
24
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
月
24
日（
木
）大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
】健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

令
和
３
年
度
よ
り
松
く
い
虫
防
除
対
策
補

助
金
の
内
容
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
補
助
対
象
事
業
を
地
上
散
布
、

樹
幹
注
入
、無
人
ヘ
リ
防
除
お
よ
び
伐
倒
駆

除
と
し
て
い
ま
し
た
が
、樹
幹
注
入
お
よ
び

無
人
ヘ
リ
防
除
の
申
請
数
が
近
年
減
少
し
て

い
る
た
め
、補
助
対
象
外
と
し
ま
す
。こ
の
方

法
で
防
除
を
行
っ
て
い
た
方
は
地
上
散
布
で

の
防
除
に
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、樹
幹
注
入
の
終
了
に
伴
い
申
請
期

限
も
当
該
年
度
の
８
月
31
日
に
変
更
に
な
り

ま
す
。申
請
方
法
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
事
業
完
了
後
速
や
か
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り

ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。詳
し
く
は
産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】産
業
振
興
課		

耕
地
林
務
係

℡（
６
２
）３
１
２
７

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

桑
澤
久
明
さ
ん
が
、こ
の
た
び
引
き
続
き
、総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
は
、国
な
ど
の
仕
事
へ
の
苦
情

や
意
見
、要
望
を
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お

聴
き
し
、そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
制
度
で

す
。料
金
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

《
令
和
３
年
度
の
相
談
所
開
設
予
定
日
》

７
月
15
日（
木
）、10
月
21
日（
木
）、

２
月
10
日（
木
）

《
会
場
》池
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷　

相
談
室

【
問
】総
務
課
総
務
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

広
報
い
け
だ
４
月
号
掲
載「
今
月
の
短
歌
」

に
て
、間
違
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
右
か
ら
11
首
目		

村
山
み
ち
子
さ
ん
作
品
】

《
誤
》
餅
ま
つ

《
正
》
餌
ま
つ

４
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正
と
お
詫
び

行
政
相
談
委
員
委
嘱
に
つ
い
て

　

松
く
い
虫
防
除
対
策
補
助
金
の

内
容
が
変
わ
り
ま
す　

　

令
和
３
年
度

成
年
後
見
無
料
相
談
会
の
開
催　

池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。
空き家（空き家になる予定の物件）をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、
まずはお気軽に役場移住定住促進係までご相談ください。
これまで登録 73 件のうち、売買 46 件、賃貸７件　成立しています。（令和 3 年 4 月時点）

▲町HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

２日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187
大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

３日（月）
池田・松川 西森整形外科 61-1700
大町市内 菊地クリニック 21-2580

４日（火）
池田・松川 太田医院 62-1010
大町市内 小野医院 22-0047

５日（水）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 平林医院 22-2525

９日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 横澤内科医院 22-0371

16 日（日）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000
大町市内 市立大町総合病院 22-0415

23 日（日）
池田・松川 吉村医院 61-5666
大町市内 野村クリニック 85-0085

30 日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225
大町市内 大町協立診療所 26-5200

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

2 日（日） いいざわ歯科医院 23-7050
3 日（月） 小谷歯科医院 82-2762
4 日（火） 大町病院口腔外科 22-0415
5 日（水） 小田切歯科医院 62-3134
9 日（日） 金子歯科医院 23-2200

16 日（日） 岡江歯科医院 62-9888
23 日（日） 横澤歯科医院 22-1343
30 日（日） いとう歯科医院 62-8880

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

2 日（日）
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

3 日（月） すみれ薬局 85-2061
4 日（火） 白樺薬局 62-0010
5 日（水） キムラ薬局 62-5210

9 日（日）
キムラ薬局 62-5210
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

16 日（日） 池田土屋薬局 61-5021
23 日（日） 松川とをしや薬局 61-1527
30 日（日） 内川薬局板取 62-9912

■ 5月の主な行事
期　　日 行　事　名

28 日（金） ナイターソフト　開幕

■ 5月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  1 日（土） 穂高シェルクリエート（株） 090-7256-1727
  2 日（日） 朝日企画（株） 62-5607
  3 日（月） （有）アルテ長野 0263-83-6565
  4 日（火） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512
  5 日（水） （有）環境クリーンサービス 090-8773-4088
  8 日（土） （有）一本木建設 22-8498
  9 日（日） （株）千村設備工業 0263-58-2310

  15 日（土） （株）ピュアハウス 85-0970

  16 日（日） （株）大北設備 090-3093-4395

  22 日（土） （有）テクノ安曇野 090-7267-6923

  23 日（日） 稲洋水道（株） 090-1200-9731

  29 日（土） （株）クサダ 0263-48-3119

  30 日（日） （有）信州保温 090-4615-3299

■ 5月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
4月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,623人　（▲16）
　　　男 4,671人　（▲2）　女 4,952人　（▲14）
●世帯数 4,040世帯（＋6）

■ 5月の納税等
軽自動車税　　　　　　　　　　【納期限　5月31日】
※口座振替日は 5 月 27 日（火）です。前日までに残高の確認をお願いします。


